
動物を飼うときにまず考えてほしいのは、
その子の一生に対してきちんと責任が持て
るかということです。動物は物言わぬ縫い
ぐるみでもなく、電池で動くおもちゃでも
ありません。人間と同じように生命活動を
行う生き物です。毎日食事をし、排せつし、
感情も表します。 
その子の生活の大部分は、人間の手に委

ねられています。一生をどう過ごせるかは、
飼い主さん次第というわけです。 
いかなる場合でも、人間の都合などは動

物には関係ありません。動物の一生に責任
を持つという重みをしっかり理解してから
飼うようにしましょう。 

皆
さ
ん
は
「
救
助
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
て
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
お
そ
ら

く
「
交
通
事
故
」
と
思
わ
れ
る
方
が
多
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
平

成
十
七
年
に
お
け
る
土
岐
市
の
救
助
活
動

件
数
二
十
六
件
の
う
ち
、
交
通
事
故
に
よ

る
活
動
が
二
十
四
件
と
大
半
を
占
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
救
助
活
動
と
は
交
通
事

故
だ
け
に
限
ら
ず
、
火
災
、
自
然
災
害
、

労
働
災
害
、
水
難
事
故
な
ど
広
範
囲
に
及

び
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
や
生
活
様
式
の
多
様
化
で
、

災
害
や
事
故
の
種
類
と
そ
の
内
容
も
複
雑

化
し
、
救
助
活
動
を
す
る
に
は
、
高
度
で

専
門
的
な
知
識
・
技
術
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。 

こ
の
た
め
、
消
防
署
で
は
、
い
つ
起
き

る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
、
い
ろ

い
ろ
な
状
況
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。
救
助
資
機
材
の
取
り
扱
い
訓
練
、

交
通
事
故
に
よ
る
車
内
か
ら
の
救
出
訓
練
、

ロ
ー
プ
や
は
し
ご
を
用
い
た
建
物
内
へ
の

進
入
・
脱
出
訓
練
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練

が
あ
り
ま
す
。
救
助
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
に
対
し
て
、
生
命
ま
た
は
身
体
に
危
険

が
及
ん
で
い
る
人
を
、
い
か
に
安
全
に
素

早
く
救
出
で
き
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
そ

れ
が
私
た
ち
の
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
。
一

分
一
秒
を
争
う
場
面
の
中
で
、
冷
静
さ
を

保
ち
な
が
ら
活
動
で
き
る
よ
う
、
消
防
署

で
は
日
々
訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。 

車内からの救出訓練 

建物内への進入・脱出訓練 


